
施設番号

施設名

施設所在地

法人名

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・感触のある玩具に触れたときに子どもによってさまざまな表情を見せ、ほかの玩具だったら

どうなのかさらに知りたくなったため

・日々保育の中で音の鳴る玩具を活用していく

・さまざまな素材や玩具等を準備し子どもが自由に音や感触を聞いたり感じたりできるよう

に環境を整えていく。

音

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-1439

葛飾高砂たいよう保育園

東京都葛飾区高砂7-15-11

社会福祉法人まあれ愛恵会



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

活動を通して、感触や音への興味・関心を深めるとともに自分で試す楽しさや、感じたことを

共有する経験につながった。

・触り方によって音の鳴り方が違うため、いろいろ試しながら振ったり、握ったりする。ま

た素材による音や触り心地の違いに気づき繰り返し試したり、友だちや保育者と共有したり

する姿も見られた。

・「くしゃくしゃ」と聞いた音を発音して保育者に伝える姿が見られる。また素材ごとに音の

鳴り方も違うため、そのたび不思議そうにする姿も見られた。


